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	日
	曜
	1月の行事予定

	１
	金
	元日　学校閉鎖

	２
	土
	学校閉鎖

	３
	日
	学校閉鎖

	４
	月
	

	５
	火
	生徒会学習会

	６
	水
	全校集会

	７
	木
	ＰＴＡ役員・実行委員会

	８
	金
	生活確立週間

	９
	土
	

	10
	日
	

	11
	月
	成人の日

	12
	火
	新入生説明会、生徒集会、ＰＴＡ役員会

	13
	水
	避難訓練、代議専門委員会

	14
	木
	

	15
	金
	１年ファイナンスパーク学習

	16
	土
	

	17
	日
	

	18
	月
	

	19
	火
	３年試験前週間　携帯教室　執行委員会

	20
	水
	

	21
	木
	１・２年性教育

	22
	金
	

	23
	土
	３年土曜学習

	24
	日
	

	25
	月
	１・２年性教育

	26
	火
	３年学年末試験　　執行委員会

	27
	水
	３年学年末試験

	28
	木
	３年学年末試験

	29  
	金
	１組小さな巨匠展見学

	30  
	土
	

	31
	日
	
	　　　　　　
月

	２月行事予定
３日：代議専門委員会

４日：１組音楽教室
５日：小中交流会　

８日：１組校外学習

１３日：避難訓練、代議専門委員会

１０日：私学入試

　２３日：試験前週間（１・２年）

　
☆行事は変更する場合があ　ります。
　　　


	


　
　
　　　
明けましておめでとうございます
　「新（あらた）しき年の初めの初春の　今日ふる雪の　いや頻（し）け吉事（よごと）」

これは、奈良時代の歌人、大伴家持による万葉集最後の和歌です。歌の意味は、今日ふる雪が重なって積もるように、吉事が続いてほしいという、おめでたい歌です。しかし、今の日本に於いては「おめでたい」というよりは、「こうあってほしいと祈るような気持ち」であるといえるでしょう。家持の時代と今とでは社会背景や意識は違いますが、人の世が平穏無事で幸せであってほしい、良いことが重なってほしいという気持ちはいつの世でも同じだと思います。しかし、そういった願いとは裏腹に今の日本の状況を見てみますと、戦後６０余年のまざまな負の遺産が吹き出した観があります。特に、「忍耐力」「善悪の判断」「礼儀正しさ」「他者への思いやり」「憐憫の情」「勤勉」といったそれまで日本人が美徳としてきた心の継承をなおざりにしてきた結果であるかもしれません。精神論だけで物事が全てうまくいくとは思いませんが、人間を強く突き動かすのはやはりその人間の価値観であると考えられます。自分が人として何を大切にするかと言うことです。それには教育が大きく関わっていることは言うまでもありません。そう考えると中学時代は、勉強の基礎・基本を身につけるだけでなく、人間として大切なものの基礎を身につけ、自分で物事を考え、失敗を重ねて、それを土台に大人になる準備期間だと思います。それを考えるとき、ある新聞に次のような一文がありました。「やらなきゃいけないことを好きになることだ」この言葉は、まず大人である我々が心掛け、その背中を子ども達に示すことにより、実感させたらと思います。

　どうぞ、今年が皆様方にとりましてよい年でありますように。

　　　　　　　　　　　　中京中学校長　　戸塚　恵美子
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中京中だより
































































































































